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して、 その 隙に は 爺い さんの 傍に 来て 団扇で あおぐ。 

もう 時候が そろそろ 暑くなる 頃 だからで ある。 婆あ さ 

しばら 

んが 暫く あおぐ うちに、 爺い さん は 読み さした 本 を 

置いて 話 をし 出す。 二人 はさ も 楽しそう に 話す ので あ 

る。 

どうかす ると 一 一人で 朝早くから 出掛ける ことがある _ 

最初に 出て 行った 跡で、 久 右衛門の 女房が 近所の もの 

ことば ぼだいし よ 

に 話した と 云う 詞が 偶然 伝えられた。 「あれ は 菩提 所 

しょう せんじ 

の 松 泉 寺 へ往 きな すった ので ございます。 息子さんが 

生きて いなさる と、 今年 三十 九に なりな さるの だから 

立派な 男 盛と 云う もので ございま すのに」 と 云った と 



あお やまごしよ 

云う ので ある。 松 泉 寺と 云う の は、 今の 青山 御所の 

むこう うら くろく わ だに 

向 裏に 当る、 赤 坂 黒 鍬 谷の 寺で ある。 これ を 聞いて 

近所の もの は、 二人が 出歩く の は、 最初の その 日に 限 

% V - J こど 

らず、 過ぎ去った 昔の 夢の 迹を迪 るので あろうと 察し 

た。 

とかくす るう ちに 夏が 過ぎ 秋が 過ぎた。 もう 物 珍ら 

しげに 爺い さん 婆あさん の 噂 をす る もの も なくなった。 

所が、 もう 年が 押し詰ま つて 十二月 一 一十 八日と な つ て、 

きのうの 大雪の 跡の 道 を、 江戸 城へ 往 反する、 歳暮 拝 

賀の 大小 名 諸 役人 織る が 如き 最中に、 宫 重の 隠居 所に 

いる 婆あさん が、 今お 城から 下がった ばかりの、 邸の 



主人 松 平 左 七郎に 広間へ 呼び出されて、 将軍 徳川家 斉 

えんごく まか リぁリ そろお つと ため 

の 命 を 伝えられた。 「永年 遠国に 罷在候 夫の 為、 貞 

つくし そろ おもむき きこしめ おぼしめし もつ ほうび 

節 を 尽候趣 聞 召 され、 厚き 思 召 を 以て 褒美と して 

銀 十 枚 下し 置かる」 と 云う 口上であった。 

いえよし 

今年の 暮に は、 西 丸に いた 大納 言 家慶 と 

ありすが わよ しひと しんのう じょら くみ や 

有 栖川職 仁 親王 の 女楽宫 との 婚儀な どが あつたので、 

ちょうだいもの にんず 

頂戴物 をす る 人数が 例年よりも 多かった が、 宫 重の 

隠居 所の 婆あさん に 銀 十 枚 を 下さった の だけ は、 i ハ数 

として 世間に 評判 せられた。 

これが ために 宫 重の 隠居 所の 翁媼 二人 は、 一時 江戸 

に 名高くな つた。 爺い さん は 元大番 



はくさ ん 

道 橋 外で、 今 白山から 来る 電車が、 お茶の水 を 降りて 

あた リ かど やしき 

来る 電車と 行き 逢う 辺の 角 屋敷に なって いた。 しか 

ばんちょう 

し 伊織 は番 町に 住んで いたので、 上役と は 詰 所で 落 

ち 合う のみで あ つ た。 

石 川が 大 番頭に なった 年の 翌年の 春、 伊織の 叔母 婿 

で、 やはり 大番を 勤めて いる 山中 藤 右衛門と 云う のが、 

丁度 三十 歳になる 伊織に 妻 を 世話 をした。 それ は 山中 

しんせき あわじの かみう じゅき ありた けぼう 

の 妻の 親戚に、 戸田 淡 路守氏 之の 家来 有 竹 某と 云う も 

のがあって、 その 有 竹の よめの 姉 を 世話した ので ある。 

なぜ 妹が 先によ めに & つて、 姉が 残って いたかと 云 

ちと 

うと、 それ は 姉が 邸 奉公 をして いたから である。 素 二 



立ち 初める 頃、 或る日 寺 町 通の 刀剣商の 店で、 質流れ 

だと 云う 好い 古刀 を 見出した。 兼て^; い 刀が 一 腰 欲し 

いと 心掛けて いたので、 それ を 買いた く 思った が、 代 

金 百 五 十両と 云う のが、 伊織の 身に 取って は 容易なら 

ぬ 大金であった。 

伊織 は 万一の 時の 用心に、 いつも 百 両の金 を 胴 巻に 

入れて 体に 附け ていた。 それ を 出す の は 惜しく はない。 

しかし 跡 五 十両の 才覚が 出来ない。 そこで 百 五 十両 は 

高く はない と 思いながら、 商人に いろいろ 説いて、 と 

うとう 百 三 十両までに 負けて 貰う ことにして、 買い取 

る 約束 をした。 三 十両 は厝財 をす る 積な ので ある。 



養と 云う の は、 六 年 前に 氏 之の 跡 を 続いだ 戸田 家の 当 

主で ある。 

黒 田家で はるん を 一 目 見て、 すぐに 雇い入れた。 こ 

れが 安永 六 年の 春であった。 

るん はこれ から 文化 五 年 七月まで、 三十 一年間 黒 田 

はる ゆき はるた か なりたか なりきよ 

家に 勤めて いて、 治 之、 治 高、 斉隆、 斉 清の 四 代の 奥 

おもて づ かいかく 

方に 仕え、 表 使 格に 進められ、 隠居して 終身 二 

にん ふち うち 

人 扶持 を 貰う ことにな つた。 この間 るん は 給料の 中 か 

ら松泉 寺へ 金 を 納めて、 美 濃 部 家の 墓に i 曰 華 を 絶やさ 

なかった。 

隠居 を 許された 時、 るん は 一旦 笠 原 方へ 引き取った 



が、 間もなく 故郷の 安房へ 帰った。 当時の 朝 夷 郡 真 門 

村で、 今の 安房 郡 江 見 村で ある。 

その 翌年の 文化 六 年に、 越 前 国 丸 岡の 配所で、 安永 

元年から 三十 七 年間、 人に 手跡 や 剣術 を 教えて 暮 して 

しゅんめい いんでん ごつ いぜん 

いた 夫 伊織が、 「三月 八日 浚明院 殿御 追善の 為、 御 慈悲 

なが お あず サ 一 J め，？ おおせ いだ 

の 思 召 を 以て、 永の 御預 御免 仰 出され」 て、 江戸へ 帰 

る ことにな つた。 それ を 聞いた るん は、 喜んで 安房 か 

ら 江戸へ 来て、 竜 土 町の 家で、 三十 七 年 振に 再会した 

ので ある。 
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